
令和7年度 とうきょう すくわくプログラム活動報告書 

舟渡保育園 

４歳児クラス 

１．活動のテーマ 

＜テーマ＞ 

探究 

 

＜テーマの設定理由＞ 

園生活や日常の生活の中で起きる様々な事象に対し、「これはなに？」「なんでこうなるの？」と疑問を投げかけて

くる子どもたちの姿が日頃から見られる。戸外活動では地域の公園の散策を楽しみながら植物に興味を持ち観察し

たり採取したりしている。製作活動では日頃からクレヨンやペン、絵の具に、関心を持ち積極的に使おうとする姿が見

られる。これらの活動を行う中で、様々な疑問を浮かべる子どもたちにすでにある答えを教えるのではなく、調べる道

具や方法を提示したり、言葉で問いかけたりして「探求する」という工程を意識させていく。その先に子どもたちがど

んな発想で探求心を育んでいくのかを見守っていき、様々な事象に対して視野を広げる力を伸ばしていく。 

 

２．活動スケジュール 

「植物」 

春：様々な公園の散策、植物採取、採取した植物の掲示 

夏：図鑑で夏の植物探し、探した植物の発表、小グループに分かれ調べた植物を基に製作をし、掲示した 

秋：公園の探索、植物採取、採取した植物の掲示、図鑑やタブレットで採取した植物の名前を調べたり、似た植物の違いを

比べたりした 

冬：浮間公園の球根を植えるイベントに参加、園でちゅうりっぷの球根を育て始めた 

 

「色」 

・色に興味を持ち、身の回りの色に気づく 

・さまざまな色に触れ、違いや美しさを感じる 

・絵の具を使い、色を混ぜることを楽しむ 

・自分たちで試しながら色を作る実験をする 

・作った色を使って、自由に絵を描き表現を楽しむ 

 

「風・空気」 

7 月：どんな風があるか、風が出るものは何があるかを話し合う 

８月：風車づくり 

９月：以前子どもたちがあげた風が出るもの（扇風機等）を使い、風車で実験をした 

１０月：身の回りのあるものを使って風がでるもの、でないものを調べた 

１２月：袋を使って空気を集めてみたり、空気砲を使ってロウソクの火を消してみたり、シャボン玉に空気を入れるなどの空

気の実験をした。 

３月：お気に入りの空気集め 

 



３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

「植物」 

植物を集める袋、様々な植物が載った図鑑、詳しく調べるための iPad、調べた物を全員で共有するための電子黒板、

植物を貼った掲示物を飾る場所、ちゅうりっぷを育てるためのプランターや土と育てる場所(園庭) 

 

「色」 

絵の具、筆、ハケ、ペットボトル、お花紙 

 

「風」 

風の動きや速さが目で見ても実感が出来るように風車製作、子どもたちが風がでると予想した扇風機・ハンディ―フ

ァン・エアコン・空気清浄機・うちわ、身の回りにあるもので風を調べるために４歳児クラス室内の玩具や日用品、空

気を入れるためのポリ袋、空気の動きや威力を見るための空気砲、外や体の空気を使って遊びながら体感するため

のシャボン玉、風の実験をまとめた物を掲示するための場所（４階廊下、４階前後の階段） 

 

４．探究活動の実践 

＜活動の内容＞ 

「植物」 

最初は子どもたちが大好きなお散歩をきっかけに身近な植物への関心を高めるため、様々な場所へ探索活動として

散歩へ出かけた。個々で目に見えたもの、気づいたことを保育者がクラスへ共有していった。次第に場所を変えたい

と子どもたちからも提案があり、そのうちに場所ごとでの植物の採取を始めた。採取した場所や、季節によって部屋に

掲示していった。また掲示物にするために、図鑑やタブレットを用いて植物の名前を調べ、特徴を見つけることで採取

した植物の名前を見つけ、文字にして貼った。活動を続けるうちに図鑑を見たり読んだりすることが身近なものとなっ

ていった。クラスで図鑑を見たい子が増えた為、園にある図鑑を集め、様々な種類の図鑑を読み始めた。 

夏のみ戸外に出ることが難しかった為、夏の植物を図鑑やタブレットで探し、色や形大きさ等を再現する製作を行うこ

とで掲示物の代わりにした。 

冬には浮間公園の行事に参加し、ちゅうりっぷの球根を植えた。実際に土や球根に触れることで、植物が育つ想像力

が膨らみ日々、公園を見に行くことを楽しみにしたり、成長していることに気づいたり、観察する目が養われていった。 

季節や場所ごとに採取した植物を思い出したり、植物を目的に散歩場所を決めたりと、活発な活動へと発展していっ

た。 

 

 

「風・空気」 

ちゅうりっぷ組で行っていた風についての活動を振り返りながら、子どもたちが風についてどのような認識をもってい

るのか、またこれまでに知っていることを出し合うところから活動を始めた。話し合いの中で、身の回りには風を感じら

れるものや、風を生み出すものがあることに改めて目を向けることができた。 

その後、風の実験を行いやすくするために風車の製作に取り組んだ。自分たちで作った風車を使い、以前の話し合い

の中で子どもたちから挙がっていた「風が出そうなもの」を実際に用いて、風が起こるのかを試す活動へとつなげた。 

活動を進める中で、「コンセントをささなくても風は出るのか」という疑問が子どもたちから生まれたことをきっかけに、

身の回りの玩具や道具を使い、風が出るものと出ないものを実際に試して確かめる実験を行った。比較しながら試す

ことで、それぞれの違いや仕組みに気づく姿が見られた。 



さらに、「風の中身は何か」という新たな疑問へと関心が広がり、話し合いの中で「空気」であるという理解に至った。

そこで、空気の存在や性質に目を向ける活動として、袋を使って空気を集めてみたり、空気砲を使ってその動きや力を

感じたりする体験を行った。また、シャボン玉遊びを通して、目には見えない空気を楽しみながら実感できるようにした。 

最後に、これまでの経験をもとに、公園でお気に入りの空気を袋に集める活動を行った。集めた空気にそれぞれ名前

をつけ、その空気からイメージした色を塗ることで、一人ひとりの感じ方や気づきを表現する姿につながった。これまで

の活動を通して、風や空気への興味・関心を深めながら、自分なりの発見を楽しむ姿が見られた。 

 

 

「色」 

子どもたちは日々の生活や遊びの中で色に興味を持ち始め、「これは何色？」「同じ色だね」などと色に注目する姿が見ら

れるようになった。そこで、さまざまな色に触れられる環境を用意し、絵の具や素材を使いながら色の違いや美しさを感じら

れるようにした。 

活動の中では、実際に絵の具を使って色を混ぜる経験を取り入れた。赤と青、黄色と赤など、組み合わせを変えながら「何

色になるのだろう」と期待を持ち、自分たちで色を作る実験を楽しむ姿が見られた。「オレンジになった！」「紫みたい！」とい

った発見や驚きを友達や保育者と共有し、やりとりも広がっていった。絵の具以外にもお花紙を水の入ったペットボトルに

入れて色水も作り色の変化を楽しんだ。 

また、繰り返し試す中で「もっと赤を入れたらどうなるかな」「違う色も混ぜてみたい」といった探究心も育まれ、自分なりに

考えて試そうとする姿につながっていった。 

その後は、自分たちで作った色を使って絵を描く活動へと発展させた。思い思いに色を使いながら表現を楽しみ、「この色

はさっき作った色だよ」と自分の経験と結びつける姿も見られた。色の変化を楽しむだけでなく、表現する喜びや達成感を

味わうことができた。 

一連の活動を通して、色への興味・関心がさらに高まり、試す・考える・表現するという主体的な姿が育まれていった。 

 

 

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞ 

子どもたちは、身近な自然や素材に触れる中で、自分の気づきや感じたことを言葉にする姿が多く見られた。「なん

でこうなるの？」「さっきと違うね」などのつぶやきから興味を広げ、試したり確かめたりしながら理解を深めていった。 

活動の中では、「これ風出るよ」「この葉っぱさっきと似ているね」「この色きれい！」など、自分の発見を友だちに伝え

たり、見せ合ったりする姿が見られた。友だちの気づきに対して「ほんとだ」「やってみたい」と共感し合いながら、一緒

に試したり考えたりする関わりが広がっていった。 

また、話し合いの場面では、互いの意見を聞いたり取り入れたりしながら進める姿が見られ、協力しながら活動を楽

しむ様子があった。 

保育者は、子どもたちの気づきや疑問に寄り添い、「どうしてだろうね」「やってみようか」と声をかけることで、さらに

考えたり試したりできるよう関わった。また、子ども同士のやりとりを仲立ちしながら、気づきや発見が共有され、興味

が広がっていくよう援助していった。 

 

 

 

 

 

 



＜活動の様子の写真＞  

「植物」 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「風・空気」 

 

 

 

 

 

 

 

 



「色」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．振り返り 

＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

今回の一年を通した探究活動では、子どもたちが自ら感じ、考え、試しながら理解を深めていく姿を強く感じることが

できた。大人が答えを与えなくても、子どもたちは興味のあることに対して自ら方法を考えたり、友だちと協力したりし

ながら探究を進めていく力を持っていることに改めて気づかされた。 

また、植物・風と空気・色といったテーマが異なる活動でも、子どもたちが「気づく」「比べる」「ためす」という共通の

プロセスを自然と行っており、探究的な学びが日常の中に根づき始めていることを実感した。遊びの中で「さっきとち

がう」「もっとやってみたい」といった言葉が増えたことは、子どもたちの主体性が育っている証でもある。 

さらに、友だちとの関わりの中で意見を伝えたり、互いの発見を共有したりする姿が多く見られた。自分の気づきを大

切にしながらも、周りの意見に耳を傾ける姿勢が生まれ、仲間と一緒に取り組む楽しさや温かさを感じながら探究が

深まっていく様子が印象的だった。 

子どもたちの疑問やつぶやきをそのまま流さず、どのように学びにつなげていくかを工夫することで、探究の芽がぐん

と広がっていくことを実感した。環境の用意や問いかけひとつが、子どもたちの発見につながることも多く、日々の関

わりの大切さを改めて感じた一年であった。 

    


